
様式（１）-①

都市再生整備計画

掛川駅
か け が わ え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区

静岡県　掛川
か け が わ

市

令和２年１月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 198 ha

令和 2 年度　～ 令和 6 年度 令和 2 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

　　掛川市は、静岡県の西部に位置し、東海道新幹線、東海道本線、東名高速道路、新東名高速道路といった広域交通の大動脈が東西に走り、市域中央部には掛川駅及び掛川インターチェンジが設置されており、中東遠都市圏の玄関口として機能
している。また、掛川駅には、遠州地方・浜名湖北岸地域を結ぶ天竜浜名湖鉄道が接続しており、沿線住民の日常生活を支える重要な鉄道路線として機能している。このような交通の要衝地であることの優位性を活かし、本市では企業誘致や定住促
進に積極的に取り組んできた結果、中東遠都市圏の中核を成す都市として着実な発展を遂げてきた。
  さらに、本地区は「掛川市立地適正化計画」において、都市機能誘導区域に設定されるとともに、「掛川市歴史的風致維持向上計画」においても、掛川城下重点区域として設定された。これにより本地区は、掛川地区の都市機能の集積を図りつつ、
掛川城下の歴史的風致の維持向上を進めていく。都市機能と歴史文化が融合して集積していく中心市街地として位置づけされたこととなる。
　本地区においては、平成22年10月より、けっトラ市実行委員会により「街なかストリートけっトラ市」（毎月第３土曜日）の開催や、友引ストリートカフェ実行委員会による「友引ストリートカフェ」、あるいは平成31年１～2月に市民主体で実施された活動
など、官民協働によるまちづくり活動が展開されているものの、地区人口の減少、少子高齢化等が進行し、賑わいの喪失や空き地や空き店舗の増加が顕著になりつつある。

①　誰もが安全で安心して地区内を移動できるようにすることが求められる。
②　ＪＲ掛川駅と掛川城下地区のネットワークを強化することが求められる。
③　ＪＲ掛川駅の北口と南口の移動の円滑化を図ることが求められる。

①　掛川市総合計画（2016年～2025年）　将来像「希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川」
②　掛川市都市計画マスタープラン（目標年度2028年）「東中学校区まちづくり構想」～豊かな自然と城下町文化を活かしながら、安全・安心・にぎわいのある生活と交流を生むまちづくり～を目指し、本区域を「活性化と歴史的まちづくり」の中心市街地
と位置づけ。
③　掛川市立地適正化計画（2018年～2028年）　本地区は、都市機能誘導区域として位置づけ。
④　掛川市歴史的風致維持向上計画（2017～2026年）　本地区は、「掛川城下にみる歴史的風致」「報徳運動にみる歴史的風致」の二つの歴史的風致が位置づけられるとともに、掛川城下重点区域として設定。
⑤掛川市自治基本条例　～「希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川」の実現を目指し、本区域をはじめ全市域において、市民、市議会、行政による協働のまちづくりを推進

【大目標】　掛川城下と融合し、誰もが安心して楽しめるにぎわいのある中心市街地の創出
【小目標】　①　掛川駅と掛川城下を結ぶ歩行ネットワーク
                ②　誰もが安全で安心して移動できる歩行空間の創出
                ③　中心市街地におけるにぎわいの創出

　本地区は、ＪＲ掛川駅北口であり、本市の中心市街地が広がる地区である。本地区においては、平成10年度から、「緑の精神回廊」整備を進めてきた。この「緑の精神回廊」は、掛川城公園を中心とした「教育・文化・商業・観光ゾーン」と新市調査や
生物循環パビリオンがある「行政・財政・環境ゾーン」の２核と、逆川堤防の水辺コース・逆川回廊を横軸とした２核１モールとして、誰もが安全で快適に利用できるよう、防災と美観を兼ね備えた緑あふれる歩道のネットワークとして、重点的整備を推進
してきた。
　また、「中心市街地活性化基本計画」において、掛川城公園を中心とした東の核「教育・文化・商業・観光ゾーン」に、「掛川城周辺の歴史文化ゾーンと駅周辺の商業ゾーン」を設定し、中心市街地としての賑わいを目指している。
　本地区において、にぎわいの創出を図り、中心市街地の活性化を図ることをねらいとし、ＪＲ掛川駅と掛川城下の地区に人の流れを創出するために、ハード面からの対応が必要とされている。

都道府県名 静岡県 掛川市
かけがわ

掛川
かけがわ

駅
えき

周辺
しゅうへん

地区

計画期間 交付期間 6



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 H30 R6

人／年 H30 R6

点 H25 R6
駅周辺地区の評価「街の歩きやす
さ」

街の評価（5段階評価0～2）の平均点 掛川駅や掛川駅周辺の整備が、街のイメージアップにつながる。 0.7 1.1

まちなか交流人口 掛川城周辺の歴史・文化施設利用者数 まちなか交流人口により、交流促進の状態を把握する。 181,462 200,062

中心市街地の歩行者通行量 中心市街地の歩行者通行量 中心市街地の歩行者通行量により、交流促進の状態を把握する。 5,938 6,300

　本地区において、にぎわいの創出を図り、中心市街地の活性化を図ることをねらいとし、ＪＲ掛川駅と掛川城下の地区に人の流れを創出するために、ハード面からの対応が必要とされている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

「中心市街地活性化基本計画」において、掛川城公園を中心とした東の核「教育・文化・商業・観光ゾーン」に、「掛川城周辺の歴史文化ゾーンと駅周辺の商業ゾーン」を設定し、中心市街地としての賑わいを目指している。



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１　安全な移動ができる歩行環境の向上
・誰もが安全に移動できるよう、歩道等の歩行空間の改善を図るとともに、JR掛川駅の南北間の移動の円滑化を図る。

・ほのぼのパス（エレベータ）整備
・点字ブロック整備事業

整備方針２　回遊性を促す歩行ネットワークの強化
・中心市街地の回遊性の強化を図るために、JR掛川駅から掛川城下地区までの歩行者ネットワークの強化を図る。

・ほのぼのパス（エレベータ）整備
・点字ブロック整備事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 掛川市 直 1,200ｍ 2 6 2 6 50 50 50 50

高質空間形成施設 掛川市 直 1基 2 6 2 6 256 256 256 256

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 306 306 306 0 306 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

掛川市 直 1式 2 6 2 6 5 5 5 5

合計 5 5 5 0 5 …B

合計(A+B) 311
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

事業効果分析調査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

交付期間内事業期間

細項目
規模

地域創造
支援事業

点字ブロック化

ほのぼのパス（エレベータ）整備

155.4 国費率 0.5

交付期間内事業期間
事業箇所名 直／間

交付対象事業費 311 交付限度額

細項目
事業 事業主体 規模

（参考）事業期間

住宅市街地総合整備事業

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　掛川駅周辺地区（静岡県掛川市） 面積 198 ha 区域
北門、天王町、弥生町、柳町、中宿、谷の口町、城北１丁目・２丁目、城西１丁目・２丁目、肴町、紺
屋町、駅前、中町、城下、連雀の全部と七日町、二瀬川、中央１丁目・２丁目、仁藤町、塩町、掛
川、十九首、下俣、仁藤、南西郷、下西郷、上西郷、下垂木の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。


